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【Ⅱ 】  次 の設 問 から２問 を選 び、４００字 以 内 で述 べなさい。（横 書 きで記 述 すること） 

問１ 調査を実施するにあたり、現場着手以前に必ず学習しておくべき事柄を思いつく限り述べなさい。  

 

 【解答例】 

 

論文中に以下のようなキーワードが記述されていること 

①当該行政発行の調査マニュアルの熟読 

②仕様書の熟読 

③周辺遺跡等の報告書閲覧 

④調査地の下見を兼ねた踏査 

⑤行政担当者との意志の疎通 
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問２ 発 掘 調 査 で 竪 穴 住 居 跡 な ど の 遺 構 全 景 を 高 い 位 置 か ら 撮 影 す る 場 合 、 

必 要 な 準 備 や 留 意点 を ５ 項 目 挙 げ なさ い 。 

 【解答例】 

 

① 広角レンズの使用を極力避け、標準レンズを用いて適切な撮影範囲と撮影

角度を求める。 

② 標準レンズで適切な撮影範囲と角度が得られる距離と高さが得られる位置

に櫓（タワー）を設置する。 

③ 櫓の上での撮影は危険防止に配慮し、しっかりした足場に三脚を用いて撮

影を行う。 

④ 陰影が乏しくなるので、極力順光線状態の撮影となるのを避ける。 

⑤ 陰影が明瞭となる薄日や快晴下で撮影する。曇天下の撮影は陰影が弱すぎ

て遠近感（立体感）に乏しくなるので極力避ける。 

⑥ 季節によって太陽光の位置や日照時間が異なる。遺構の陰影が撮影に適す

る時間帯を選んで撮影する。 

⑦ 太陽が真上にある時刻で順光線状態の撮影は、撮影者や機材の影が遺構に

出るので避ける。 

⑧ 撮影の前には、写真に写る範囲にある邪魔なもの（発掘用具、足跡、表土

の上に堆積した掘り出された土など）を除去する。 

 

＊以上の準備や留意点から 5項目以上が列記されていれば可。 
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 【解答例】 

 

論文中に以下のようなキーワードが記述されていること 

①遺物の材質と種類 

②遺物の強化方法 

③遺物の取り上げ方法 

④必要な機材名（樹脂名など） 

⑤保管方法 

 

 

古墳を発掘することになり、事前調査で粘土槨の主体部を持つと予想された場合、粘土槨から遺物を  

問３ 発掘の前には、対象遺跡を事前調査して、発掘計画を策定し、機材の準備などを行うと思います。 

取り上げるために、どのような保存処理の計画を作成し、機材を準備しますか。考えを書きなさい。  
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